
お知らせ伝言板

お
知
ら
せ
伝
言
板

市連合自治会役員・各学区会長を紹介　

よろしくお願いします !!

問   まちづくり協働課　
　　 ( ３６) ５５５２・ ( ３６) ５５５３

市連合

自治会

会　長

副会長

〃

〃

監　事

〃

青山 孝さん

松岡 静司さん

仲江 九市さん

大野 彦一さん

福田 隆雄さん

岡　 悦郎さん

八幡学区 会　長 青山 　孝さん（５区）

島学区 〃 西川 昭一郎さん（白王町）

岡山学区 〃 木下 康雄さん（小船木町）

金田学区 〃 福田 隆雄さん（西庄町）

桐原学区 〃 松岡 静司さん（五月）

馬淵学区 〃 岡　 悦郎さん（南新在家）

北里学区 〃 仲江 九市さん（野村町）

武佐学区 〃 堤　 昭憲さん（西生来町）

安土学区 〃 大野 彦一さん（下豊浦）

老蘇学区 〃 伴　 泰三さん（西老蘇）

　今年度の市連
合自治会総会に
おきまして、引
き続き会長に選
出されました。
多くの皆様に日

頃より自治会活動にご理解、ご協力を
いただき心からお礼申し上げます。
　近年は異常気象による集中豪雨や地
震などの自然災害、事件が発生してお
り、自治会の果たす役割がますます重
要となっております。行政との協働に
より防犯や防災、環境美化などさまざ
まな活動を通じてお互いが助け合い充
実したコミュニティをつくっていき、
安心して暮らせる住みよい近江八幡市
になりますよう努めてまいりますの
で、皆様方のお力添えをお願いいたし
ます。

市連合自治会 青山会長

（ ）は自治会名

市議会臨時会が開催
議長・副市長などを選任

行政経営改革室
（３６）５５９９・ （３２）２６９５

　市議会臨時会が５月17日開かれ、役員改選で新しい議長
に北川誠次さん、副議長に竹尾耕児さんを選出し、各常任委
員会などの役員構成を決定しました。また、監査委員に辻正
隆さんを選任するとともに、平成30年
度一般会計補正予算などの専決処分の承
認のほか、副市長に江

えなみ じんいちろう

南仁一郎さん（60
歳、桜宮町）の選任同意など６議案が上
程され、審議の上、全て承認・同意および
可決されました。なお、江南副市長の任
期は、６月１日から４年間です。

　市議会議員一般選挙が４月21日午前７時から市内34
カ所の投票所で一斉に行われました（沖島は午前６時から
投票）。今回は、定数24人に対して27人（現職13人、元職
３人、新人11人）が立候補し、即日開票の結果、24人の議
員が誕生しました（次頁に議員の皆さんを紹介）。任期は、
４月30日から４年間です。なお、当日有権者数は66,047
人、投票者数は33,919人、投票率は51.36％でした。

　10月１日から全世代型社会保障の構築や少子化
対策、社会保障に対する安定財源の確保などにつな
げるため、消費税率の引き上げが実施されます。こ
れに伴い、本市においても、消費税法の対象となる
使用料および一部の手数料を改正します。
　施設の利用など行政サービスに係る経費の一部
は、市の負担が適当な経費を除いて、利用されない
人との公平性を図るため、利用者が等しく負担する
こととしています。皆さんのご理解をお願いします。

【対象となる各種料金】
　施設使用料、廃棄物処理手数料、上下水道料金、総
合医療センターの診断書などの文書料・個室料 など
　ただし、市営住宅使用料、火葬料、住民票などの手
数料は非課税扱いのため対象外です。
※新料金の詳細は、各担当課へお問い合わせくださ
い。

施設使用料などを
10月１日から改定します

問
江南仁一郎 副市長

【市議会議員一般選挙】

【市議会臨時会】
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新
し
い
24
人
の

市
議
の
皆
さ
ん

辻
つじ

　　正
まさたか

隆
59 歳　無所属
現　大中町

岡
お か だ

田　彦
げ ん じ

士
65 歳　無所属
現　安土町下豊浦

片
かたおか

岡　信
のぶひろ

博
68 歳　無所属
現　末広町

玉
た ま き

木　弘
ひ ろ こ

子
66歳　日本共産党
新　安土町下豊浦

北
きたがわ

川　誠
せ い じ

次
69 歳　無所属
現　 竹 町

小
こ に し

西　　励
はげむ

59 歳　無所属
現　長光寺町

西
に し つ

津　善
よ し き

樹
46 歳　無所属
現　安土町下豊浦

道
みちした

下　直
な お き

樹
29 歳　無所属
新　日吉野町

南
みなみ

　祐
ゆうすけ

輔
50 歳　無所属
新　千僧供町

森
もりはら

原　陽
よ う こ

子
61歳　日本共産党

新　江頭町

平
ひ ら い

井　偗
せ い じ

治
71 歳　無所属
現　上野町

冨
ふ じ た に

士谷　英
えいしょう

正
72 歳　無所属
元　浅小井町

山
やまもと

本　英
ひ で お

夫
66 歳　無所属
現　新町二丁目

山
やまもと

本　妙
た え こ

子
48 歳　公明党
新　桜宮町

山
やまもと

元　聡
と み こ

子
52 歳　無所属
新　篠原町一丁目

沖
おき

　茂
し げ き

樹
53 歳　無所属
新　加茂町

井
いのうえ

上　芳
よ し お

夫
58 歳　無所属
現　安土町西老蘇

岩
いわさき

崎　和
か ず や

也
42 歳　公明党
新　小田町

大
おおかわ

川　恒
つねひこ

彦
60 歳　無所属
新　江頭町

岡
おかやま

山　か
か よ こ

よ子
59 歳　無所属
現　安土町常楽寺

小
お が わ

川　広
ひ ろ し

司
70 歳　無所属
元　千僧供町

檜
ひ や ま

山　秋
あきひこ

彦
76歳　日本共産党
元　北之庄町

田
た な か

中　　好
よしみ

72 歳　無所属
現　鷹飼町

竹
た け お

尾　耕
こ う じ

児
36 歳　無所属
現　八幡町

（
敬
称
略
・
50
音
順
）
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お知らせ伝言板

民生委員・児童委員
実践活動の紹介

　広報５月号の「地域の身近な相談相手『民生委員・児童

委員、主任児童委員』」に続き、今月号と 11 月号では、民

生委員・児童委員の実際の活動の紹介をします。

　今回は、江頭町担当の民生委員・児童委員 松本 清子さん、

安福 修さんにお話をお聞きしました。 

福祉政策課
（３６）５５８５・ （３２）６５１８

問

今後の活動について一言
　ボランティアと同様に、自分のできる範囲で無理
せずに活動していきたいと思っています。また、も
し悩むことがあっても、学区の民生委員・児童委員
に相談できる場があるのもありがたいです。やりが
いがある仕事なので、気負わず、背伸びせずに活動
していきたいと思っています。

民生委員・児童委員になってみて
　　                      何か変化はありましたか？
　（安福さん）私は、仕事を定年退職した後から地域
と関わるようになりましたが、民生委員・児童委員
になり、知らない人と話すことが増え、勉強させて
もらっているなと感じます。
　（松本さん）私は、身内が過去に民生委員・児童委
員にお世話になったことがあり、その恩返しの意味
も含めて生まれ育った町で民生委員・児童委員をし
ています。民生委員・児童委員になったことで、挨
拶をする程度だった近所の人ともよく話をするよう
になりました。それだけアンテナを広げていると感
じます。

見守り訪問とはどのような活動ですか？
　赤十字奉仕団のボランティア、福祉協力員と一緒に
高齢者のお宅に体調などの様子を伺いに訪問していま
す。知っている人ばかりを訪問するわけではないので、
初めは挨拶するだけでしたが、何度か訪問していくう
ちに少しずつ世間話をするようになり、慣れてくると
たくさん話をしてくれる人もいます。短い時間でも繰
り返すことで、親しくなることができることはうれし
いですね。また、見守り訪問の内容は、福祉会議で自
治会などの地域の方々と共有しています。自分たちだ
けが知るのではなく、地域で共有することで、見守り
の輪を広げることができます。

松
まつもと

本 清
き よ こ

子さん安
やすふく

福　修
おさむ

さん

見守り訪問の様子

見守り訪問の様子

民生委員・児童委員として
　　どのような活動をされていますか？
　自治会や子ども会、福祉協力員などの方々をメン
バーとした「しあわせネットワーク」で、地域の防災
訓練や夏祭り、敬老会などの行事のお手伝いをして
います。また、保育園・幼稚園との交流や見守り訪
問もしています。
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問 み
ん
な
で
つ
な
ぐ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

企
画
課　

（
36
）５
５
２
７
・
（
32
）２
６
９
５

　

市
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
社
会
の
実

現
は
、
行
政
や
企
業
、
特
定
の
人
の
力

だ
け
で
は
成
し
得
ま
せ
ん
。
地
域
に
関

わ
る
全
て
の
人
た
ち
が
、
み
ん
な
で
協

力
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
と
、

わ
た
し
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
を
紹
介

し
ま
す
。

　

目
標
５
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
達

成
し
、
す
べ
て
の
女
性
お
よ
び
女
児
の

能
力
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
、
基
本

的
人
権
の
一
つ
で
あ
り
、
健
全
な
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

※
ジ
ェ
ン
ダ
ー　

社
会
的
・
文
化
的
に
形
成

さ
れ
た
性
別

Ｓエ
ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

２
０
１
５
年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
、

地
球
環
境
や
経
済
活
動
、
人
々
の
く
ら
し
な
ど
を

持
続
可
能
と
す
る
た
め
の
行
動
計
画
で
す
。
17
の

ゴ
ー
ル
と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
な
り
、

２
０
３
０
年
ま
で
の
達
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

達
成
に
は
全
世
界
の
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。

　

日
本
は
世
界
の
経
済
先
進
国
で
す
が
、

日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
水
準
が
ど

の
程
度
か
ご
存
知
で
す
か
？
世
界
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

指
数（
２
０
１
８
年
）」
に
よ
る
と
、
日

本
は
１
４
４
カ
国
中
１
１
０
位
と
、
世

界
に
大
き
く
遅
れ
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
先
進
国
で
も
あ
る
北
欧
諸

国
で
は
、
夫
婦
の
家
事
分
担
率
は
ほ
ぼ

同
じ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対

し
、
日
本
で
は
子
育
て
世
帯
に
お
け
る

夫
の
家
事
負
担
率（
子
育
て
含
む
）
は
わ

ず
か
15
％（
平
成
30
年
度
男
女
共
同
参
画

白
書
）と
世
界
で
も
最
低
水
準
で
す
。

　

日
本
の
夫
婦
共
働
き
世
帯
は
、
男
性

の
み
が
働
く
世
帯
の
約
２
倍
と
な
り（
同

白
書
）、
結
婚
後
も
働
く
女
性
は
年
々
増

え
続
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
家
事
の

負
担
割
合
は
一
向
に
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
に
は
、
家

族
み
ん
な
が
仕
事
も
家
事
も
子
育
て
も
、

全
て
に
お
い
て
協
力
し
合
い
、
分
担
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
誰
か
に
負
担
が

集
中
し
て
い
な
い
か
、
家
族
み
ん
な
で

話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
目
標
５
）

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う

日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

 一人ひとりの生活の中で抱える課題を把握 ･ 整理し、状況に応じた支援計画を立て、
自立に向けた支援を行います。 ひとりで悩まずお気軽にご相談ください。

ひとりで悩まずに、 まずはご相談ください

秘密は
必ず守ります

【問い合わせ】
援護課
福祉暮らし仕事相談室

0748-36-5583
0748-32-6518

 fukushi-soudan@city.omihachiman.lg.jp

失業して家賃が
支払えない

子どもが働いておらず、

将来の生活が不安…

仕事が
見つからない

家計のやりくりに
困っている

一緒に
考えましょう !
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お知らせ伝言板

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー　

総
務
課

 

（
33
）３
１
５
１
・
（
33
）４
８
７
７

問 健
康
い
き
い
き
公
開
講
座（
禁
煙
）の
ご
案
内

保
険
年
金
課　

（
36
）５
５
０
１
・
（
33
）１
７
１
７

安
土
未
来
づ
く
り
課　

（
46
）７
２
０
６
・
（
46
）６
１
４
６

福
祉
医
療
費
受
給
券
・
助
成
券
の

更
新
申
請
書
の
提
出
は 

６
月
21
日
Y 

ま
で

　

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
福
祉
医
療
費

受
給
券
・
助
成
券
は
、
７
月
31
日
で
期

限
切
れ
と
な
り
ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
有
効
の
新
し
い
受
給

券
・
助
成
券
の
交
付
に
は
更
新
申
請
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。
提
出
が
な
い
と

新
し
い
受
給
券
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

審
査
を
行
い
、
８
月
以
降
も
対
象
と

な
る
人
に
は
７
月
末
ま
で
に
新
し
い
受

給
券
を
送
付
し
ま
す
。
期
限
切
れ
の
受

給
券
は
各
自
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類　

・
更
新
申
請
書（
対
象
者
に

送
付
し
ま
す
）

・
申
請
書
の
記
載
内
容
に
変
更
が
あ
る

場
合
は
、
変
更
内
容
が
確
認
で
き
る
書
類

（
健
康
保
険
の
場
合
は
、
保
険
証
の
写
し
）

そ
の
他　
●

乳
幼
児
福
祉
医
療
費
助
成
制

度
は
、
更
新
手
続
き
不
要
で
す
。

●

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
更
新
手

続
き
は
、
広
報
８
月
号
で
ご
案
内
し
ま

す
。
10
月
以
降
の
資
格
は
、
今
年
度
の

児
童
手
当
受
給
状
況
に
基
づ
い
て
審
査

し
ま
す
。

申

問
・

企
画
課　

（
36
）５
５
２
７
・

（
32
）２
６
９
５

　

国
勢
調
査
な
ど
国
が
実
施
す
る
各
種

統
計
調
査
を
行
う
登
録
調
査
員
を
募
集

し
ま
す
。
応
募
さ
れ
る
と
登
録
調
査
員

と
し
て
登
録
し
、
調
査
実
施
時
に
各
調

査
の
規
模
や
住
居
地
域
な
ど
を
考
慮
し

て
依
頼
し
ま
す
（
依
頼
時
に
都
合
が
悪

け
れ
ば
辞
退
も
可
能
）。

業
務
内
容　

受
け
持
ち
世
帯
や
事
業
所

へ
の
訪
問
、
調
査
票
の
配
布
、
回
答
依

頼
、
回
収
な
ど

対
象　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
、
秘

登
録
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

密
の
保
護
に
関
し
信
頼
の
お
け
る
人

身
分　

非
常
勤
の
公
務
員（
統
計
調
査
員
）

勤
務
時
間　

調
査
毎
に
定
め
ら
れ
た
調
査

期
間
の
中
で
、
各
調
査
員
の
裁
量
で
自
由

に
設
定
い
た
だ
け
ま
す（
家
事
や
育
児
、

仕
事
の
合
間
に
活
動
す
る
こ
と
が
可
能
）。

報
酬　

調
査
活
動
後
、
受
持
ち
件
数
な

ど
に
応
じ
て
、
定
め
ら
れ
た
報
酬
が
支

払
わ
れ
ま
す（
２
～
５
万
円
程
度
）。

応
募
方
法　

随
時
応
募
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

申

問
・

　

喫
煙
者
に
は
禁
煙
に
踏
み
出
す
機
会

を
提
供
し
、
非
喫
煙
者（
特
に
子
ど
も
）

の
受
動
喫
煙
被
害
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、

公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。 

参
加
無
料

日
時　

７
月
６
日
U　

午
後
１
時
～
３

時
30
分（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

場
所　

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
よ
し
ぶ
え

ホ
ー
ル

内
容　

第
Ⅰ
部　

健
康
講
演
会（
午
後
１
時
～
）

①「
き
れ
い
な
空
気
で
健
康
都
市
づ
く

り
」細
川
洋
平（
副
院
長
）

②「
子
ど
も
の
受
動
喫
煙
の
実
態
」川
端
智

子
さ
ん（
県
立
大
学
人
間
看
護
学
部
講
師
）

③「
喫
煙
と
心
疾
患
・
肺
疾
患
」深
井
邦

剛（
循
環
器
内
科
副
部
長
）

④「
肺
寿
命
の
延
ば
し
方
」
濱
田
新
七

（
病
理
診
断
科
非
常
勤
医
師
）

⑤「
タ
バ
コ
と
血
糖
値
の
意
外
な
関
係
」

石
塚
義
崇（
代
謝
内
分
泌
内
科
専
攻
医
師
）

⑥「
タ
バ
コ
で
腎
臓
が
悪
く
な
る
っ
て
本

当
で
す
か
？
」原
将
之（
腎
臓
内
科
医
員
）

⑦「
認
知
症
を
予
防
し
、
い
き
い
き
生
き

る
」松
尾
宏
俊（
脳
神
経
内
科
主
任
部
長
）

第
Ⅱ
部　

無
料
検
査
実
施
と
無
料
禁
煙

相
談
（
午
後
２
時
40
分
～
）

・
肺
機
能
検
査
（
ス
パ
イ
ロ
メ
ー
タ
ー
）

・
呼
吸
中
Ｃ
Ｏ
測
定　

  

・
骨
密
度
検
査

・
健
康
啓
発
資
料
と
グ
ッ
ズ
の
無
料
提
供

世
界
禁
煙
デ
ー
（
毎
年
５
月
31
日
）

日
本
禁
煙
週
間

　
　

（
毎
年
５
月
31
日
～
６
月
６
日
）

 呼吸中 CO 測定

骨密度検査

【公開講座の様子】

 細川洋平副院長

　

た
ば
こ
は
喫
煙
者
だ
け
で
は
な
く
、

周
り
の
人
も
受
動
喫
煙
に
さ
ら
さ
れ

る
と
、
呼
吸
機
能
が
低
下
し
た
り
、
肺

が
ん
や
心
筋
梗
塞
な
ど
健
康
へ
の
悪

影
響
を
及
ぼ
す
危
険
が
あ
り
ま
す
。

  

こ
の
機
会
に
、喫
煙
と
健
康
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
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市
職
員
の
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

総
務
課　

（
36
）５
５
５
４
・
（
32
）３
２
３
７

　
　
　
　

〒
５
２
３
‐
８
５
０
１　

桜
宮
町
２
３
６

申

問
・

受
付
期
間　

職
種
①
～
⑤  

７
月
５
日
Y
ま
で

職
種
⑥
・
⑦ 

 

６
月
21
日
Y
ま
で

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
除
く
）

※
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
、
各

受
付
最
終
日
消
印
分
ま
で
有
効

申
込
方
法

　

申
込
用
紙
は
、
総
務
課
（
市
役

所
３
階
）
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。
郵
便
で
請
求
す
る
場

合
は
、
封
筒
の
表
に「
職
員
採
用

試
験
申
込
書
希
望（
受
験
職
種
を

明
記
）」と
記
入
し
た
封
筒
に
、
92

円
切
手
を
貼
付
し
、
宛
名
を
明
記

し
た
返
信
用
封
筒（
長
三
サ
イ
ズ 

23
・
５
cm
×
12 

cm
程
度
）
を
同
封

し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
申
し

込
み
は
、
１
職
種
に
限
り
ま
す
。

そ
の
他

・
第
２
次
試
験
以
降
の
日
程
な
ど

は
、
第
１
次
試
験
合
格
者
に
通
知

し
ま
す
。

・
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

職　種 採用予定
人数 対　　象　　者 第 1 次試験

日時・場所

①一般行政職
　（上級）

８人
程度

・平成５年４月２日～平成 10 年４月１日生まれの人

７月28 日Q

午前８時 30 分

市立看護専門
学校（江頭町）

②建築技術職
　（上級）

１人
程度

・平成元年４月２日～平成 10 年４月１日生まれの人
・学校教育法に基づく４年制大学で建築に関する専門課程を履
修、または同等の知識を有する人

③土木技術職
　（上級）

1 人
程度

・平成元年４月 2 日～平成 10 年４月１日生まれの人
・学校教育法に基づく４年制大学で土木に関する専門課程を履
修、または同等の知識を有する人

④社会福祉士職
　（上級）

２人
程度

・平成元年４月２日以降生まれの人
・社会福祉士の資格を有する人、また令和２年３月 31 日まで
に資格を取得見込の人

⑤幼稚園教諭・
　保育士職
　（中級）

３人
程度

・平成元年４月２日以降生まれの人
・幼稚園教諭と保育士の両方の資格を有する人、また令和２年
３月 31 日までに両資格を取得見込の人

職　種 採用予定
人数 対　　象　　者 第 1 次試験

日時・場所

⑥一般行政職
（上級・
 経験者採用）

２人
程度

・昭和 59 年４月２日～平成 5 年 4 月１日生まれの人
・令和元年５月１日現在で民間企業など（国家公務員・地方公
務員含む）の事業所に勤務し、職務経験が３年以上の人

７月６日 U　 
午前８時 30 分

市立看護専門
学校（江頭町）

⑦一般行政職
（Ｕターン・
 Ｉターン採用）

２人
程度

・昭和 59 年４月２日～平成５年４月１日生まれの人
・令和元年５月１日現在で滋賀県外に在住し（滋賀県外の市区
町村の住民基本台帳に記録されていること）、滋賀県外の民間
企業など（国家公務員・地方公務員含む）の事業所に勤務し、
職務経験が３年以上の人
・採用後は近江八幡市に定住する人

■令和２年４月１日採用

■令和元年１０月１日採用

ECO
「緑のカーテン」で
　節電対策しています！

　ボランティアグループ「ポレポレ２５」の協力を得て、市内の幼稚園や保

育所・こども園などでゴーヤを活用した「緑のカーテン」を設置しました。

　ゴーヤのツルが伸びることで窓の外に「緑のカーテン」ができ、夏の日差
しを和らげ室温の上昇を抑えることができます。この取り組みは、節電対
策や地球温暖化防止に寄与するとして、注目されています。
　市民の皆さんも、無理のない範囲で、節電にご協力ください。

問　市環境美化推進協議会事務局（環境課内）
　　  (３６) ５５０９・ (３６) ５８８２
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お知らせ伝言板

上
下
水
道
課　

（
36
）１
６
６
１
・
（
33
）１
９
３
３

問 第
61
回
水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
い
つ
も
の
む 

い
つ
も
の
水
に 

日
々
感
謝
」

沖
島
小
学
校

 

（
33
）９
５
１
５
・
（
33
）９
５
１
０

富
士
と
琵
琶
湖
を
結
ぶ
会
事
務
局（
文
化
観
光
課
内
）

 

（
36
）５
５
７
３
・
（
36
）５
８
８
２

　

静
岡
県
富
士
宮
市
と
夫
婦
都
市
提
携

を
行
う
き
っ
か
け
と
な
っ
た
伝
統
の
親

善
訪
問
。
日
本
一
の
富
士
山
の
山
頂
か

ら
御
来
光
と
雄
大
な
眺
め
を
満
喫
し
ま

せ
ん
か
。

日
時　

７
月
28
日
Q（
午
前
５
時
市
役

所
出
発
）～
７
月
30
日
E（
午
後
７
時
頃

帰
着
）

対
象
・
定
員　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、

在
学
す
る
人
・
30
人（
申
込
先
着
順
）

料
金　

大
人
３
万
２
千
円

　
　
　

子
ど
も（
小
学
生
）２
万
円

申
込
開
始　

６
月
５
日
R
か
ら
（
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
、
土
・
日

曜
日
を
除
く
）

申
込
方
法　

文
化
観
光
課
、
各
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
総
合
支
所
な
ど
に

設
置
し
て
い
る
募
集
チ
ラ
シ
の
参
加
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
費

の
予
約
金（
１
人
）
１
万
円
を
添
え
て
、

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
電
話
申

し
込
み
や
仮
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
）。

☆
事
前
研
修

　

７
月
13
日
U
午
前
９
時
30
分
か
ら

水
ヶ
浜（
長
命
寺
町
）に
て
、
事
前
研
修

と
お
水
取
り
を
行
い
ま
す
。
必
ず
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

富
士
登
山
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

第
63
回
夫
婦
都
市
富
士
宮
市
親
善
訪
問

　

沖
島
小
学
校
に
は
市
内
全
域
か
ら
通
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
沖
島
小
学
校
の

通
学
に
関
す
る
見
学
会
・
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
29
日
U　

午
前
9
時
45
分

～
11
時
30
分　
　

 　

内
容　

学
習
参
観
、
施
設
見
学
、
学
校

の
説
明
な
ど

持
ち
物　

上
履
き
、
飲
み
物

申
込
方
法

事
前
に
電
話
申
し
込
み

交
通
案
内

堀
切
港
か
ら
沖
島
通
船

で
沖
島
漁
港
ま
で
10

分
、
沖
島
漁
港
か
ら
小

学
校
ま
で
徒
歩
で
10
分

通
船
時
刻　
（
堀
切
港
発
）
午
前
９
時
15

分
、（
沖
島
港
発
）
正
午

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
in
お
き
し
ま

申

問
・

申

問
・

水
道
週
間 

６
月
１
日
U
～
７
日
Y

　

水
は
私
た
ち
の
生
活
に
不
可
欠
の
も

の
で
あ
り
、
安
定
的
な
供
給
を
目
指
し
、

水
道
の
整
備
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
現

在
で
は
市
内
の
ほ
ぼ
全
域
に
普
及
し
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
水
道
事
業
の
状
況
は
、
水
道
施

設
の
老
朽
化
の
急
速
な
進
行
や
耐
震
化

の
遅
れ
、人
口
減
少
に
伴
う
水
道
料
金
の

減
収
な
ど
の
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、近
年
の
大
規
模
災
害
な
ど
を
教
訓

に
し
て
、災
害
対
策
・
危
機
管
理
面
の
強

化
も
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た

水
道
を
取
り
巻
く
課
題
に
対
応
し
、将
来

に
わ
た
り
持
続
可
能
な
水
道
と
す
る
た

め
に
、水
道
事
業
の
基
盤
の
強
化
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
安
全
で
、
お
い
し
い
水
道

水
を
安
定
し
て
供
給
す
る
た
め
、
施
設

更
新
や
事
業
経
営
の
計
画
・
検
討
な
ど

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
水
道

週
間
の
期
間
中
、
冊
子
の
配
付
や
玄
関

ロ
ビ
ー
で
の
資
料
展
示
を
行
っ
て
い
ま

す
。
水
道
週
間
を
契
機
に
水
道
に
つ
い

て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

山頂剣ヶ峰に到着

山頂を目指す参加者
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【
木
造
住
宅
の
無
料
簡
易
耐
震
診
断
】

　

耐
震
診
断
員
を
派
遣
し
て
木
造
住
宅

の
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
住
宅　

次
の
全
て
の
要
件
に
該
当

す
る
住
宅

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
・

完
成
し
て
い
る
も
の

②
延
べ
床
面
積
の
過
半
の
部
分
が
住
宅

用
で
あ
る
も
の

③
階
数
が
２
階
以
下
か
つ
延
べ
床
面
積

３
０
０
㎡
以
下
の
も
の

④
木
造
住
宅
で
軸
組
工
法
の
も
の

⑤
国
土
交
通
大
臣
な
ど
の
特
別
な
認
定

を
得
た
工
法
に
よ
る
住
宅
で
な
い
も
の

※
耐
震
診
断
の
結
果
、「
倒
壊
す
る
可

能
性
が
高
い
」
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
を

対
象
に
耐
震
補
強
案
作
成
お
よ
び
耐
震

改
修
工
事
に
か
か
る
概
算
費
の
算
出
を

行
い
ま
す
。

【
精
密
耐
震
診
断
費
用
の
補
助
】

　

耐
震
診
断
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

対
象
建
築
物　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
着
工
さ
れ
、完
成
し
て
い
る
住
宅

補
助
額　

耐
震
診
断
費
用
に
応
じ
て
最

高
８
万
６
千
円

【
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
費
用
な

ど
の
補
助
】

　

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
に
要
す

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
住
宅　

耐
震
診
断
に
お
い
て「
倒

壊
す
る
可
能
性
が
高
い
」
と
診
断
さ
れ

た
も
の
で
、
令
和
２
年
３
月
上
旬
ま
で

に
改
修
工
事
を
完
了
で
き
る
も
の

補
助
額　

対
象
工
事
費
50
万
円
以
上
の

工
事
に
対
し
て
工
事
費
の
８
割（
上
限

１
０
０
万
円
）

※
高
齢
者
世
帯
や
子
育
て
世
帯
な
ど
は

割
増
補
助
に
よ
り
、最
高
１
３
０
万
円
程

度
の
補
助
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
で
す

（
補
助
要
件
を
満
た
す
場
合
の
み
）。

補
助
対
象　

次
の
条
件
を
満
た
す
ブ
ロ

ッ
ク
塀
等

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
塀
や
レ

ン
ガ
、
石
な
ど
を
積
み
上
げ
て
造
っ
た

組
積
状
の
塀

・
避
難
路
お
よ
び
避
難
地
に
面
す
る
も

の
で
、高
さ
が
60
㎝
以
上
で
あ
る
も
の

・
傾
い
て
い
た
り
、ひ
び
割
れ
が
あ
っ
た

り
し
て
、
地
震
な
ど
の
災
害
時
に
倒
壊

す
る
危
険
性
の
あ
る
も
の

対
象
工
事　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
解
体
工

事（
処
分
含
む
）。
た
だ
し
、
新
築
、
改
修

な
ど
他
の
工
事
に
か
か
る
費
用
は
補
助

対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
額　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
解
体
工
事

に
要
す
る
工
事
費
の
３
分
の
２（
上
限

10
万
円
）。
た
だ
し
、
撤
去
す
る
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
の
長
さ
１
ｍ
あ
た
り
の
単
価
に

上
限
が
あ
り
ま
す
。

☆
注
意　

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
お
よ

び
ブ
ロ
ッ
ク
塀
解
体
に
か
か
る
補
助
金

申
請
は
着
手
前
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

着
手
後
の
申
請
は
補
助
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。な
お
、申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
耐
震
化
に
関
す
る
補
助
制
度

〇
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
解
体
補
助

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
に
、各
種
の
耐
震
に
関
す
る
補
助
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

「住
ま
い
の
地
震
対
策
」
の

出
前
講
座
の
募
集
に
つ
い
て

　

自
治
会
の
防
災
訓
練
な
ど
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
で
地
震
対
策
に
関
す
る
出

前
講
座
を
実
施
し
て
い
た
だ
け
る
自

治
会
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
場
合
、
実
施
す
る
ま

で
の
打
ち
合
わ
せ
な
ど
に
時
間
を
要

し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

耐
震
に
関
す
る
補
助
金
を
活
用
し
ま
せ
ん
か
？

建
築
課
（
安
土
町
総
合
支
所
）

 

（
36
）５
５
４
４
・
（
36
）５
５
９
５

申

問
・



お知らせ伝言板

介
護
保
険
課　

（
33
）３
５
１
１
・
（
31
）２
０
３
７

問 ご
存
知
で
す
か
？

介
護
保
険
の
制
度
や
仕
組
み

　

介
護
保
険
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
に
あ
た
っ
て
の
手
続
き
、
利
用
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、
８
回

に
わ
た
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
と
は
、
介
護
を
必
要
と
す

る
状
態
と
な
っ
た
時
に
、
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

持
っ
て
い
る
能
力
に
応
じ
て
自
立
し
た

生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
介
護
者

や
介
護
が
必
要
な
人
の
双
方
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
社
会
を
目
指
し
、
社
会

全
体
で
支
え
あ
う
こ
と
を
基
本
理
念
と

し
た
制
度
で
す
。

介
護
保
険
の
し
く
み

　

介
護
保
険
は
、
40
歳
に
な
っ
た
月
か

ら
全
て
の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
介
護
や
支
援
が

必
要
と
な
っ
た
と
き
に
、
費
用
の
一
部

を
負
担
す
る

こ
と
で
、
介

護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

加入者（被保険者）

サービス事業所・施設市（保険者）

利用したサービス費用（自己
負担分：1～ 3割）の支払い

サービスの提供

サービス費用（自己負担
以外）の支払い

サービス費用の請求

介護保険料の納付
要介護認定の申請

保険証の交付
要介護認定

【※ 2】

【※ 1】

介
護
保
険
の
主
な
サ
ー
ビ
ス

〇
訪
問
介
護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が

身
体
介
護（
入
浴
・
食
事

な
ど
）、
生
活
援
助（
家

事
な
ど
）を
行
う

〇
通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
日
帰
り
で
通

い
、
入
浴
や
機
能
訓
練
な

ど
を
受
け
る

〇
福
祉
用
具
の
貸
与
・
購
入

　

歩
行
器
や
車
い
す
、
介
護
用
ベ
ッ
ド

な
ど
日
常
生
活
の
自
立
を
助
け
る
、
ま

た
、
介
護
予
防
の
た
め
の
福
祉
用
具
を

レ
ン
タ
ル（
要
介
護
度
に
よ
り
レ
ン
タ

ル
で
き
る
用
具
は
異
な
る
）

〇
住
宅
改
修
工
事

　

段
差
の
解
消
や
手
す

り
の
取
り
付
け
な
ど
日

常
生
活
の
自
立
を
助
け

る
、
ま
た
、
介
護
予
防

の
た
め
に
住
宅
の
工
事
を
行
う

〇
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
へ
の
入
所　
　

な
ど

【※
１
】
被
保
険
者

年
齢
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

〇
第
１
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
）

保
険
料　

所
得
に
応
じ
て
保
険
料
を
市

へ
納
付

保
険
証　

す
べ
て
の
人
に
交
付

〇
第
２
号
被
保
険
者

　
（
40
歳
～
64
歳
の
医
療
保
険
加
入
者
）

保
険
料　

医
療
保
険
者
が
定
め
る
保
険

料
を
医
療
保
険
料
と
併
せ
て
納
付

保
険
証　

要
介
護（
要
支
援
）認
定
者
に

交
付

◆
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
人

〇
第
１
号
被
保
険
者

・
食
事
な
ど
の
日
常
生
活
動
作
に
つ
い

て
常
に
介
護
が
必
要
な
人（
要
介
護
者
）

・
要
介
護
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
家

事
や
身
支
度
な
ど
の
日
常
生
活
に
支
援

が
必
要
な
人（
要
支
援
者
）

〇
第
２
号
被
保
険
者　

・
脳
血
管
疾
患
や
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど

16
種
類
の
病
気（
特
定
疾
病
）
に
よ
り
、

介
護
や
支
援
が
必
要
な
人

【※
２
】
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
負
担
割
合

　

サ
ー
ビ
ス
費
用
（
自
己
負
担
分
以
外
）

は
保
険
か
ら
給
付
し
ま
す
。
そ
の
財
源

は
、半
分
は
国
・
県
・
市
の
公
費
（
税
金
）、

残
り
半
分
を
40
歳
以
上
が
支
払
う
介
護

保
険
料
で
負
担
し
て
い
ま
す
。
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障
が
い
福
祉
課　

（
31
）３
７
１
１
・
（
31
）３
７
３
８

あ
ん
し
ん
相
談
員
を
募
集
し
ま
す

申

問
・

　

障
が
い
の
あ
る
人
の
権
利
侵
害
を
未

然
に
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
東

近
江
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
を
担

う「
あ
ん
し
ん
相
談
員
」を
募
集
し
ま
す
。

任
期　

２
年
間（
令
和
２･

３
年
度
）

内
容　

障
が
い
の
あ
る
人
が
利
用
す
る

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
障
が
い

の
あ
る
人
を
雇
用
す
る
事
業
所
な
ど
を

定
期
的
に
訪
問
し
、相
談
を
受
け
、解
決

に
向
け
た
調
整
な
ど
を
行
う

募
集
要
件　

・
施
設
の
利
用
者
な
ど
と

直
接
の
利
害
関
係
が
な
く
、
事
業
推
進

に
熱
意
が
あ
る

・
年
１
回
以
上
の
研
修
を
受
け
ら
れ
る

・
新
相
談
員
養
成
研
修（
７
日
間
程
度
、

10
月
か
ら
開
始
）の
修
了
が
可
能

申
込
方
法　

障
が
い
福
祉
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
東
近
江
あ
ん
し
ん
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
運
営
協
議
会
に
当
課
か

ら
推
薦
し
、協
議
会
が
選
任
し
ま
す
。

※
相
談
員
の
活
動
内
容
な
ど
は
、
東
近
江
地

域
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
32
）５
２
５
２（
多
賀
町
）

（
23
）３
３
１
１（
ア
ル
プ
ラ
ザ
八
日
市
４
階
）

６月２日 Q

午前 10時～午後３時

会場　安土小学校一帯

※雨天、強風の場合は内容が一部変更されることがあります。

【主な内容】

●開会セレモニー・出陣式　午前10時～
　 活津彦根神社　あづち信長出陣太鼓
●武者行列　午前10時20分～
　 活津彦根神社スタート、安土駅前経由安土小学校ゴール
●楽市楽座　　　　　●まち協バンド
●スタンプラリー　　●居合演舞
●バルーン城　　　　●乗馬体験
●近江大中牛バーベキュー　　　など

問 あづち信長まつり協議会
　安土学区まちづくり協議会 （４６）２３４６
　安土駅観光案内所　　　　 （４６）４２３４
　安土町商工会　　　　　　 （４６）２３８９

http://www.azuchi-shiga.com

第 35 回 あづち信長まつり

武者行列進路やシャトルバスの運行情報など
詳細は、ホームページをご覧ください。

火
災
の
原
因
は
・
・
・

　

内
容
物
が
残
っ
た
ま
ま
の
状
態
で
ス

プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
用
ガ
ス

ボ
ン
ベ
、
オ
イ
ル
缶
・
混
合
油
缶
、
ラ

イ
タ
ー
な
ど
が
出
さ
れ
た
こ
と
が
原
因

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
来
、『
燃
え
る
ご
み
』
と
し

て
出
す
べ
き
洗
剤
容
器
な
ど
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
や
靴
、
サ
ン
ダ
ル
な
ど
も
多

数
混
在
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
一
度
、
ご
み
分
別
冊
子
や
ご
み
分

別
ア
プ
リ
な
ど
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

正
し
い
分
別
と
出
し
方
の
徹
底
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 環

境
課　

（
36
）５
５
０
９
・
（
36
）５
８
８
２

問 ご
み
分
別
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す

火
災
の
原
因
と
な
り
や
す
い
ご
み

ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
用
ガ

ス
ボ
ン
ベ

　

資
源
ご
み
の「
缶
類
」の
指
定
収
集
日

に
回
収
専
用
容
器
の
中
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
必
ず
使
い
切
り
、
風
通
し
の
良
い
屋

外
で
２
カ
所
以
上
の
穴
を
開
け
て
く
だ

さ
い
。

塗
料
缶
・
混
合
油
用
缶
な
ど

　

内
容
物
が
無
い
状
態
に
し
て
、
乾
か

し
て
か
ら「
燃
え
な
い
ご
み
」で
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
内
容
物
は
少
量
で
あ
れ
ば
、
新
聞
紙

な
ど
に
含
ま
せ
て
、「
燃
え
る
ご
み
」
に

出
す
こ
と
も
可
能
で
す
。

ラ
イ
タ
ー
お
よ
び
電
池
類

　

ラ
イ
タ
ー
や
乾
電
池
は
、
資
源
ご
み

の「
ラ
イ
タ
ー
・
乾
電
池
」の
指
定
収
集

日
に
回
収
専
用
容
器
の
中
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
ラ
イ
タ
ー
は
、
使
い
切
る
か
、
ガ
ス

を
抜
い
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ボ
タ
ン
電
池
や
充
電
式
電
池
、
ニ
カ

ド
・
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
・
小
型
蓄
電
池

な
ど
は
、「
販
売
店
」
の
店
頭
回
収
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

燃
え
な
い
ご
み
収
集
時
に

火
災
が
発
生
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お知らせ伝言板

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
を
守
る
た
め
に

風
し
ん
の
予
防
接
種
費
用
な
ど
を
助
成
し
ま
す

０
次
予
防
セ
ン
タ
ー（
は
ち
ま
ん
健
や
か
プ
ラ
ザ
）

 

（
37
）７
４
１
１
・ 

（
37
）７
４
７
７

申

問
・ まち
の
保
健
室「
カ
フ
ェ
サ
ロ
ン
」か
ら
の
お
知
ら
せ

健
康
推
進
課　

 

（
33
）４
２
５
２
・
（
34
）６
６
１
２

成
人
の
風
し
ん
任
意
予
防
接
種
助
成
事
業

　

妊
娠
初
期
の
妊
婦
さ
ん
が
風
し
ん
に
感

染
す
る
と
、
難
聴
や
心
疾
患
、
白
内
障
や

緑
内
障
な
ど
の
重
度
な
障
が
い
を
併
発
す

る「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」
の
赤
ち
ゃ

ん
が
生
ま
れ
て
く
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。
妊
娠
中
は
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
な

い
た
め
、
妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希
望
し
て

い
る
女
性
や
ご
家
族
が
接
種
を
心
が
け
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、
風
し
ん
の

予
防
接
種
を
受
け
る
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
次

の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ

④
に
該
当
す
る
人

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

②
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
配
偶
者
な
ど

同
居
家
族

③
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
配
偶

者
な
ど
同
居
家
族

④
過
去
に
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
た
結

果
が
次
に
該
当
す
る
人

・
滋
賀
県
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
、
風

し
ん
に
対
す
る
免
疫
が
低
く
、予
防
接
種

が
必
要
と
判
断
さ
れ
た

・
風
し
ん
抗
体
価
が
、
Ｈ
Ｉ
法
で
16
倍
以

下
ま
た
は
Ｅ
Ｉ
Ａ
法
で
８
Ｉ
Ｕ
／
ml
未

満
、も
し
く
は
国
単
位
で
30
Ｉ
Ｕ
／
ml
未
満

助
成
回
数　
１
人
１
回
限
り

助
成
費
用　

接
種
費
用
の
７
割（
１
円
未

満
の
端
数
は
切
り
捨
て
）上
限
４
２
０
０
円

助
成
方
法　
接
種
日
か
ら
１
カ
月
以
内
も

し
く
は
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
の
い
ず

れ
か
早
い
日
ま
で
に
、
次
の
書
類
を
添
え

て
健
康
推
進
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
接
種
し
た
医
療
機
関
な
ど
の
領
収
書（
風

し
ん
予
防
接
種
と
分
か
る
も
の
）

・
予
防
接
種
の
記
録
が
記
載
さ
れ
て
い
る

も
の（
予
防
接
種
済
証
な
ど
）

・
滋
賀
県
風
し
ん
抗
体
検
査
結
果
書（
お

持
ち
で
な
い
場
合
は
、
風
し
ん
抗
体
検
査

結
果
が
わ
か
る
も
の
）

・
印
鑑

・
振
り
込
み
先
が
確
認
で
き
る
も
の（
通

　

０
次
予
防
セ
ン
タ
ー
の
健
康
情
報
発
信

と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
活
躍
に

役
立
つ
カ
フ
ェ
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
師
を
囲
ん
で
気
軽
に
お
話
し
ま
せ
ん

か
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
内
容

全
体
テ
ー
マ
　「
お
し
っ
こ
の
問
題
に
向

き
合
い
ま
せ
ん
か
」

①「
排
尿
の
知
識
～
排
尿
日
誌
を
つ
け
ま

し
ょ
う
～
」

６
月
19
日
R　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

②「
排
尿
障
害
へ
の
対
応
方
法
と
ケ
ア
用

品
の
紹
介
」

６
月
26
日
R　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

※
２
回
続
け
て
の
ご
参
加
を
お
勧
め
し
ま

す
。

講
師
／
山
口
昌
子
さ
ん（
宝
塚
大
学
地
域

看
護
学
科
在
宅
看
護
学
講
師
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
快
適
な
排
尿
を
め
ざ
す
全
国
ネ
ッ
ト
の

会
理
事
）

場
所　
０
次
予
防
セ
ン
タ
ー
（
友
定
町
）

対
象　

市
内
在
住
で
、
地
域
と
の
交
流
な

ど
健
康
で
意
欲
的
に
活
動
を
し
て
い
る
人

定
員　
各
回
20
人

参
加
費　
２
０
０
円（
お
茶
代
）

申
込
方
法　
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

帳
の
写
し
な
ど
）

実
施
期
間　
４
月
１
日
～
令
和
２
年
３
月

31
日

風
し
ん
抗
体
検
査
お
よ
び
第
５
期
定
期
予

防
接
種

　

こ
れ
ま
で
に
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定

期
接
種
を
受
け
る
機
会
が
な
く
、
抗
体
保

有
率
が
他
の
世
代
に
比
べ
て
低
い
、
特
定

の
期
間
に
生
ま
れ
た
人
に
つ
い
て
、
抗
体

検
査
費
用
お
よ
び
予
防
接
種
費
用
を
助
成

し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
、
昭
和
37

年
４
月
２
日
～
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
男
性

※
今
年
度
は
、
国
の
方
針
に
基
づ
き
、
昭

和
47
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
男
性

に
７
月
以
降
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
送
し
ま

す
。
昭
和
47
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
男
性
で
希
望
す
る
人
に
も
発
送
し
ま

す
。

※
抗
体
検
査
の
結
果
、
抗
体
が
低
い
人
は

風
し
ん
第
５
期
定
期
予
防
接
種
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

検
査（
接
種
）費
用　
無
料

助
成
方
法　
ク
ー
ポ
ン
券
を
指
定
医
療
機

関
に
持
参
く
だ
さ
い
。

※
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
く
前
の
検
査（
接
種
）

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ク

ー
ポ
ン
券
に
同
封
の
文
書
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

申
問
・
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細
菌
が
原
因
の
食
中
毒
の
ピ
ー
ク
は
６

月
か
ら
８
月
ま
で
で
す
。
食
中
毒
を
起
こ

さ
な
い
た
め
に
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

【
食
中
毒
予
防
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
細
菌
を
つ
け
な
い

・
肉
や
魚
な
ど
は
汁
が
ほ

か
の
食
品
に
つ
か
な
い
よ

う
に
す
る
な
ど
、
食
品
同

士
の
接
触
を
さ
け
ま
し
ょ

う
。

・
手
洗
い
の
徹
底
と
、
調

理
器
具
は
こ
ま
め
に
洗
い

ま
し
ょ
う
。

②
細
菌
を
増
や
さ
な
い

・
購
入
後
の
食
品
は
放

置
せ
ず
、冷
蔵
庫
や
冷

凍
庫
に
保
管
し
、な
る

べ
く
早
く
食
べ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
細
菌
を
や
っ
つ
け
る・ほ

と
ん
ど
の
食
中

毒
菌
は
十
分
な
加
熱

で
死
滅
し
ま
す
。
肉

や
魚
は
十
分
に
加

熱
し
ま
し
ょ
う（
中

心
部
分
の
温
度
が
75

℃
で
１
分
以
上
が
目

安
）。

６
月
は
食
育
月
間
で
す

健
康
推
進
課　

 

（
33
）４
２
５
２
・
（
34
）６
６
１
２

健
康
推
進
課　

 

（
33
）４
２
５
２
・
（
34
）６
６
１
２

　

国
で
は
、
６
月
を
食
育
月
間
、
毎
月
19

日
を
食
育
の
日
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

食
育
月
間
を
機
会
に
、皆
さ
ん
も
自
分
や

家
族
の
食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

野
菜
を
食
べ
よ
う
！
野
菜
の
目
標
量
は
、

１
日
３
５
０
㌘（
小
鉢
５
皿
分
）

　

目
標
量
を
達
成
し
て
い
る
の
は
60
か
ら

70
歳
代
の
み
で
、
若
い
世
代
ほ
ど
野
菜
摂

取
量
が
少
な
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

生
野
菜
だ
と
量
が
摂
り
に
く
い
で
す

が
、煮
物
や
汁
物
、炒
め
物
な
ど
に
し
、加

熱
す
る
と
か
さ
が
減
り
、
食
べ
や
す
く
な

り
ま
す
。
野
菜
ミ
ッ
ク
ス
な
ど
冷
凍
野
菜

を
常
備
し
て
お
く
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

熱
中
症
は
、

屋
外
で
活
動
し

て
い
る
と
き
だ

け
で
は
な
く
、

室
内
で
も
発
症

し
ま
す
。
適
切

な
予
防
を
す
れ

ば
防
ぐ
こ
と
が

で
き
、
ま
た
熱
中
症
に
な
っ
た
場
合
も
、

適
切
な
応
急
処
置
に
よ
り
救
命
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

熱
中
症
の
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
睡
眠
を
十
分
に
と
り
、体
調
を
整
え
る
。

②
気
温
が
高
い
日
や
湿
度
の
高
い
日
は
無

理
な
節
電
を
せ
ず
、
適
度
に
扇
風
機
や
エ

ア
コ
ン
を
使
用
す
る
。

③
水
分
を
こ
ま
め
に
摂
取
す
る
。
た
く
さ

ん
汗
を
か
い
た
と
き
は
、塩
分
の
補
給
を
。

④
外
出
時
の
服
装
は
通
気
性
が
よ
く
、
つ

ば
が
つ
い
た
帽
子
を
か
ぶ
る
。

⑤
高
齢
者
や
子
ど
も
、
障
が
い
の
あ
る
人

は
自
分
の
熱
中
症
の
症
状
に
気
づ
き
に
く

い
た
め
、
ま
わ
り
の
人
が
注
意
し
て
見
守

る
。

熱
中
症
に
な
っ
た
と
き
に
は

①
涼
し
い
場
所
に
避
難
す
る
。

②
衣
服
を
ゆ
る
め
、体
を
冷
や
す
。

③
水
分
と
塩
分
を
補
給
す
る
。

＊
自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、意
識
が
な
い
場

合
は
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

野
菜
に
含
ま
れ
る「
食
物
繊
維
」の
効
果

・
糖
質
の
吸
収
を
ゆ
る
や
か
に
し
て
、
食

後
血
糖
値
の
急
激
な
上
昇
を
抑
え
る

・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
吸
収
を
抑
え
る

・
腸
内
環
境
を
よ
く
し
、
整
腸
効
果
が
あ

る減
塩
を
心
が
け
よ
う
！
食
塩
の
目
標
量

は
、男
性
８
㌘
未
満
、女
性
７
㌘
未
満

　

約
７
割
の
市
民
が
、
食
塩
を
摂
り
す
ぎ

て
い
ま
す
。
食
塩
の
摂
り
す
ぎ
は
、
高
血

圧
、
心
臓
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
原
因

に
な
り
ま
す
。減
塩
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

お
い
し
く
減
塩
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

・
旬
の
食
材
を
使
う

・
み
そ
汁
は
具
だ
く
さ
ん
に
す
る

・
レ
モ
ン
、
酢
、
わ
さ
び
、
か
ら
し
、
七
味

な
ど
の
香
辛
料
を
利
用
す
る　

・
し
そ
、し
ょ
う
が
、パ
セ
リ
な
ど
香
味
野

菜
を
利
用
す
る

・
調
味
料
は
食
材
の
表
面
に
つ
け
る

問

問 暑
い
季
節
は
ご
用
心
！

熱
中
症
＆
食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

【出典　政府広報オンライン】
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お知らせ伝言板

子
ど
も
支
援
課　

（
36
）
５
５
６
２
・ 

（
32
）
６
５
１
８

総
合
支
所
安
土
未
来
づ
く
り
課　

(

46)

７
２
０
７
・

(

46)

６
１
４
６

滋
賀
県
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
（（
一
社
）
滋
賀
県
保
育
協
議
会
）

０
７
７(

５
２
５)

５
２
０
３
・

０
７
７(

５
２
１)
２
１
１
７

http://shiga-hoikukyo.jp

幼
児
課　

(

36)

５
５
０
７
・

(

32)

６
５
１
８

問問２
０
１
９

滋
賀
の
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
等
就
職
フ
ェ
ア

「
家
庭
的
保
育
者
」基
礎
研
修
の
ご
案
内

視
覚
障
が
い
者
か
ら
の
お
願
い

目
の
不
自
由
な
人
を
見
か
け
た
と
き
は

児
童
手
当

現
況
届
は
６
月
28
日
Y
ま
で
に
提
出
を

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
に
、
引
き

続
き
手
当
を
受
け
る
資
格
が
あ
る
か
を
確

認
す
る
た
め
、
子
ど
も
の
養
育
状
況
を
確

認
す
る
、「
現
況
届
」の
提
出
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
届
出
が
な
い
と
受
給
資
格
が

あ
っ
て
も
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類　
①
児
童
手
当
・
特
例
給
付
現

況
届
（
受
給
者
に
送
付
）

　

保
育
士
資
格
者
の
県
内
保
育
所
・
認
定

こ
ど
も
園
へ
の
就
職
を
促
進
す
る
た
め
、

就
職
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。
各
園
の
保

育
内
容
、
特
色
、
採
用
情
報
や
働
く
保
育

士
の
声
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込
不
要
、
参
加
無
料
、
履
歴
書
不
要
、

服
装
・
入
退
出
自
由
、
託
児
コ
ー
ナ
ー
有

り
（
事
前
申
込
要
）

日
時　
７
月
14
日
Q　

午
前
９
時
～
午
後

４
時
20
分

７
月
28
日
Q　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
50
分

８
月
25
日
Q　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
場　
滋
賀
短
期
大
学（
大
津
市
竜
が
丘
）

対
象　
家
庭
的
保
育
補
助
者
や
小
規
模
保

育
事
業
Ｂ
型
の
保
育
従
事
者
と
し
て
の
勤

務
を
希
望
す
る
人
。

※
保
育
士
資
格
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

受
講
科
目　
家
庭
保
育
の
概
要
、
乳
幼
児

の
発
達
と
心
理
、
食
事
と
栄
養
、
小
児
保

健
Ⅰ
・
Ⅱ
、
安
全
の
確
保
と
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
、
家
庭
的
保
育
の
保
育
内
容
、

声
の
か
け
方

　

駅
の
ホ
ー
ム
や
工
事
現
場
、
バ
ス
、
電

車
な
ど
で
、
目
の
不
自
由
な
人
が
一
人
で

歩
い
て
い
て
、
何
か
困
っ
て
い
る
様
子
や

危
険
な
場
合
に
は
、
ち
ょ
っ
と
勇
気
を
出

し
て
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
な
め
前
か
ら
近
づ
き
、「
ど
ち
ら
に

行
か
れ
ま
す
か
？
」「
お
手
伝
い
し
ま
し
ょ

う
か
？
」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
も

し
気
づ
か
な
け
れ
ば
、
軽
く
手
を
ふ
れ
る

よ
う
に
し
て
、
も
う
一
度
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。

②
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
（
受
給

者
が
市
の
発
行
す
る
国
民
健
康
保
険
者
証

を
お
持
ち
の
場
合
は
不
要
）

③
別
居
監
護
申
立
書
（
支
給
対
象
の
子
ど

も
と
住
民
票
上
の
世
帯
を
別
に
し
て
い
る

場
合
）

※
そ
の
他
必
要
な
書
類
に
つ
い
て
は
、
別

途
ご
案
内
し
ま
す
。

日
時
・
会
場　
６
月
２
日
Q　

午
後
１
時

～
４
時
・
ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根

６
月
16
日
Q　

午
後
１
時
～
４
時
・
ピ
ア

ザ
淡
海

※
会
場
に
よ
り
出
展
園
が
異
な
り
ま
す
。

両
方
の
会
場
へ
の
参
加
も
可
。

対
象　
保
育
の
職
場
に
就
労
を
希
望
す
る

学
生
お
よ
び
一
般
求
職
者

環
境
整
備
、
管
理
運
営
、
食
事
と
栄
養
、

保
護
者
へ
の
対
応
、
子
ど
も
虐
待
、
特
別

に
配
慮
を
要
す
る
子
ど
も
へ
の
対
応
、
見

学
実
習
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

※
こ
の
他
、「
家
庭
的
保
育
室
見
学
実
習

２
日
間
」
と
「
心
肺
蘇
生
法
講
習
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
受
講
科
目
を
全
て

履
修
さ
れ
な
い
と
見
学
実
習
は
受
講
で
き

ま
せ
ん
。

受
講
料　
２
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

募
集
人
数　
若
干
名

申
込
締
切　
６
月
14
日
Y

申
問
・

ガ
イ
ド
を
す
る
と
き
は

　

下
に
お
ろ
し
た
自
分
の
ひ
じ
の
少
し
上

あ
た
り
を
握
っ
て
も
ら
い
、
半
歩
先
を
歩

き
ま
す
。
歩
く
時
は
、
２
人
分
の
幅
に
気

を
つ
け
ま
す
。
突
き
出
た
看
板
や
、
路
面

の
水
た
ま
り
、
段
差
な
ど
が
あ
っ
た
ら
、

言
葉
で
説
明
し
な
が
ら
歩
き
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
を
し
て
別
れ
る
時
は
、
必
ず
声

を
か
け
、
周
り
の
様
子
の
説
明
を
お
願
い

し
ま
す
。

障
が
い
福
祉
課　

（
31
）
３
７
１
１
・ 

（
31
）
３
７
３
８

問
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　開館時間やイベント詳細は市ホームペー

ジから確認できます。

ホームページＵＲＬ
http://www.city.omihachiman.shiga.jp/link/kosodate.html

子育て応援ひろば
６月のイベント情報

八  八幡子どもセンター（火～土曜日）      （32）6330

東  八幡東子どもセンター（火～土曜日）      （37）2862

西  八幡西子どもセンター （火～土曜日）     （33）0703
ク 子育て支援センター「クレヨン」（子育て広場・親子交流広場の開催日）

 （36）7270

安 安土子育て支援センター（月～金曜日）       （46）6400

ほ・八 ほんわかの家・八幡（月～金曜日）         （32）3077

ほ・金 ほんわかの家・金田（月・火・金曜日）       （32）3077

あ  あいあいの家（火・水・金曜日）                    （31）2677

施設を表すアイコン ・開館日（祝日は除く）

対象年齢の記載がないものは乳幼児が対象です。イベント名が★青字は予約が必要ですので、施設に直接申し込みください。

日 月 火 水 木 金 土

26 27 28 29 30 31 1
東体育館開放
　午前10時～

西★サッカー教室
午前10時30分～（年長～小学3年）

2 3 4 5 6 7 8
ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

ほ・八★お誕生会
　午前11時～

ほ・金★お誕生会
　午前11時～

東子育て相談と身体測定
　午前10時～

ク親子交流広場
　午後１時30分～

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前９時30分～

あお話広場
　午前10時30分～

八おはなし会
（応急手当講習）　午前10時～

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安ねんねサロン
　午前９時30分～（1歳まで）

八★歯科指導
午前10時～(6カ月～1歳6カ月児)

西子育て相談・身体計測
　午前10時～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

 ほ・八ティータイム
　午前11時～

 ほ・八赤ちゃんデイ
　午前9時30分～

ク★子育て相談日
　午前9時～午後4時

 ほ・八えほんのじかん
　午前11時30分～

東体育館開放
　午前10時～

9 10 11 12 13 14 15
ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前９時30分～

東★おはなし会と
ぴょんガエル作り
　午前10時～

ク親子交流広場
　午後１時30分～

安子育て相談室
　午前９時～

八★おひさま広場
（リトミック）
午前10時～（10カ月～1歳6カ月児）

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデイ
　午前9時30分～

西★おやつ作り
　午前10時～（1歳以上）

ほ・金赤ちゃんデイ
　午前9時30分～

東体育館開放
　午前10時～

西★UVレジンをしよう
　午後２時～（小学生）

16 17 18 19 20 21 22
ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

西図書館司書の読み聞
かせ
　午前10時30分～

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前９時30分～

ほ・金双子ちゃんデイ
　午前10時～

八子ども服リサイクル
　午前10時～

東★布芝居を楽しもう！
　午前10時～

ク親子交流広場
　午後１時30分～

あ★ティータイム＆お誕生会
　午前10時30分～

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデイ
　午前9時30分～

八★離乳食講座
（もぐもぐ）
　午前９時40分～（8～10カ月児）

ク★子育て相談日
　午前9時～午後4時

ほ・金Free talk
　午前10時30分～

東★プラパンで作品作り
　午後２時～(小学生)

23/30 24 25 26 27 28 29
ク遊びの出前
午前10時～(市民共生センター)

安絵本のひろば
　午前10時～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

八にこにこデー（身体計測）
　午前10時～（0歳）

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前９時30分～

ほ・金身長体重測定日
　午前9時30分～

あ★遊びの広場・七夕
飾りづくり
　午前10時～

八★取り分け乳児食講座
午前９時40分～（1歳2カ月前後児）

東★モビール作り
　午前10時～(0歳)

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

ほ・八井戸端会議
　  午前10時30分～

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデイ
　午前9時30分～

西★ねぞうアート
　午前10時～（3カ月～1歳）

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安★子育ち講座
「歯の話と相談」
　午前10時～(0歳～就園前)

ほ・金赤ちゃんデイ
　午前9時30分～

東体育館開放
　午前10時～
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お知らせ伝言板

お知らせ伝言板

日 日時 場 場所

対 対象 内 内容

定 定員 ￥ 費用

出 出演 持 持物

講 講演・講師

申 申込方法

締 申込締切/期間

程
度
の
煮
沸
で
ほ
と
ん
ど
除
去
で
き
ま
す
。

○
田
中
江
町
、元
水
茎
町
、大
房
町
、加
茂

町
、野
村
町
、水
茎
町
、中
小
森
町
、益
田

町
、赤
尾
町
、森
尻
町
、大
森
町

検
出
物
質　
ひ
素

由
来　

土
壌
中
の
地
質（
古
琵
琶
湖
層
）

に
含
有

対
策　
飲
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問　

〇
地
下
水
の
飲
用
に
つ
い
て

東
近
江
保
健
所　

（
22
）１
２
６
６

〇
環
境
調
査
に
つ
い
て

東
近
江
環
境
事
務
所　

（
22
）７
７
５
８

環
境
課

（
36
）５
５
０
９
・
（
36
）５
８
８
２

　

市
で
は
、
水
道
料
金
を
算
定
し
て
い
る

水
道
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
内
側
の
給
水
管
で

発
生
し
た
漏
水
に
対
し
て
、「
近
江
八
幡

市
漏
水
に
よ
る
水
道
料
金
減
額
基
準
」
に

基
づ
き
、一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
に
、

料
金
の
一
部
減
額
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、こ
の
基
準
を
見
直
し
、「
近
江

八
幡
市
漏
水
に
よ
る
使
用
水
量
の
減
量
に

関
す
る
規
程
」
と
し
て
新
た
に
制
定
し
ま

し
た
。

施
行
日　
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら

※
10
月
１
日
以
降
に
提
出
さ
れ
た
申
請
書

か
ら
新
規
程
を
適
用
し
ま
す
。

従
来
の
基
準
か
ら
の
主
な
変
更
点

○
減
量
対
象
の
変
更

(

旧)

給
湯
器
、受
水
槽
な
ど
以
降
の
給
水

管
で
の
漏
水
は
対
象
外

(

新)

地
中
、床
下
配
管
な
ど
で
の
漏
水
は

今
年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

「
男
女
共
同
参『
学
』」

「
知
る 

学
ぶ 

考
え
る
私
の
人
生 

私
が
つ
く
る
」

　

平
成
11
年
６
月
23
日
に「
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
に
ち
な
み
、
毎
年
６
月
23
日
～
29

日
は「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

性
別
に
よ
る
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、職
場
や
地
域
、家
庭
な
ど
、あ

ら
ゆ
る
場
面
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力

を
発
揮
で
き
る「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
こ
の
機
会
に
身

近
に
あ
る
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
期
間
中
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
で
男
女

共
同
参
画
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い

ま
す
。
昨
年
度
募
集
し
た「
男
女
が
輝
い

て
生
き
る
」
絵
手
紙
の
入
賞
作
品
の
展
示

も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

問　

人
権
・
市
民
生
活
課

(

36)

５
８
８
１
・

(

36)

５
５
５
３

定　

１
人
程
度

業
務
内
容　
出
土
遺
物
の
接
合
・
実
測
な

ど
の
整
理
作
業
、
発
掘
調
査
現
場
で
の
図

面
作
成
な
ど

雇
用
期
間　
７
月
１
日
W
～
12
月
27
日
Y

（
た
だ
し
、月
15
日
以
内
、期
間
内
の
総
出

勤
日
数
は
75
日
を
上
限
と
す
る
）

雇
用
条
件　
「
近
江
八
幡
市
埋
蔵
文
化
財

調
査
に
伴
う
作
業
員
に
係
る
賃
金
の
支
給

基
準
」
に
よ
り
令
和
元
年
７
月
１
日
現
在

で
60
歳
未
満
の
人

賃
金　

日
給
６
６
０
０
円（
経
験
年
数
に

よ
る
加
算
あ
り
）

締　

６
月
３
日
W
～
６
月
14
日
Y

申　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

選
考
日
時
・
場
所

６
月
17
日
W　

午
前
９
時
30
分

市
役
所
水
道
事
業
所 
Ｃ
会
議
室

選
考
方
法　
面
接

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
問
・
　

文
化
観
光
課

（
36
）５
５
２
９
・
（
36
）５
８
８
２

　

10
月
１
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
影
響
緩
和
対
策
と

し
て
、
次
の
人
を
対
象
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
の
販
売
を
実
施
し
ま
す
。

対　

・
平
成
31
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税

の
人（
生
活
保
護
の
受
給
者
や
扶
養
さ
れ

て
い
る
人
な
ど
を
除
く
）

・
平
成
28
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

子
の
い
る
世
帯
の
世
帯
主

お
住
ま
い
の
住
所
を
適
切
に
登
録
で
き
て

い
ま
す
か
？

　

ご
案
内
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
、
適
切

な
住
所
の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
次

の
手
続
き
が
で
き
て
い
る
か
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

・
現
在
、
お
住
ま
い
の
住
所
を
住
民
票
に

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

・
転
居
す
る（
予
定
）
の
際
は
、
郵
便
局
へ

の
転
居
届
は
で
き
て
い
ま
す
か
？

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
詳
細
は
、

追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問　

商
工
労
政
課

(

36)

５
５
１
７
・

(

46)

５
３
２
０

　

水
質
汚
濁
防
止
法
に
基
づ
き
、
県
が
毎

年
実
施
し
て
い
る
、
地
下
水
の
汚
濁
の
状

況
を
監
視
す
る
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

こ
の
地
域
に
限
ら
ず
、
地
下
水
を
飲
用

し
て
い
る
人
は
、
井
戸
を
適
切
に
管
理
し
、

定
期
的
に
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を
受
け

た
検
査
機
関
ま
た
は
建
築
物
衛
生
法
に
基

づ
く
水
質
検
査
業
者
で
水
質
調
査
を
受
け

て
、
飲
用
に
適
し
た
水
質
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
上
田
町
、千
僧
供
町
、長
福
寺
町

検
出
物
質　

有
機
塩
素
系
化
合
物（

1,2-

ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
）

用
途　
脱
脂
洗
浄
剤
、溶
剤
な
ど

対
策　
飲
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。５
分
間

漏
水
に
よ
る
使
用
水
量
の
減
量
に
関
す

る
規
程
を
制
定
し
ま
し
た

地
下
水
の
水
質
調
査
結
果
の
お
知
ら
せ

６
月
23
日
～
29
日
は

男
女
共
同
参
画
週
間

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に
関
す
る

お
知
ら
せ（
住
所
地
の
登
録
）

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
補
助
員
を

募
集
し
ま
す
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対
象

○
露
出
配
管
で
の
漏
水

(
旧)
対
象　

(

新)

対
象
外

○
申
請
書
の
提
出
期
限

(

旧)
な
し　

(

新)

修
理
完
了
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
１
２
０
日
以
内

○
申
請
書
の
様
式
を
変
更

10
月
１
日
以
降
は
新
様
式
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。
様
式
は
水
道
事
業
所
窓
口
で
配

布
し
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
問
・
　

水
道
事
業
所　

上
下
水
道
課

業
務
グ
ル
ー
プ　

(

36)

５
５
３
６

伝
え
よ
う
！
熱
い
想
い
２
０
１
９

　

市
内
中
学
生
の
意
見
作
文
発
表
や
市
内

で
活
動
す
る
団
体
の
発
表
を
通
し
て
、
子

ど
も
の
育
成
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

６
月
15
日
U　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分（
午
後
１
時
開
場
）

場　

市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

内　

意
見
発
表（
市
内
中
学
校
５
校
の
代

表
）、活
動
発
表（
市
立
八
幡
東
中
学
校
吹

奏
楽
部
、ブ
ル
ー
ス
カ
イ
バ
ン
ド
・
ブ
ル
ー

ス
カ
イ
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
）

※
手
話
通
訳
を
希
望
す
る
人
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

市
民
大
学
講
座
を
開
講
し
ま
す

　
「
ふ
る
さ
と
を
も
っ
と
知
ろ
う
」
を
テ

ー
マ
に
開
講
し
ま
す
。
ど
の
講
師
も
分
か

り
や
す
く
お
話
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
全
６
回
の
う
ち
、

４
回
以
上
受
講
さ
れ
た
人
に
修
了
証
書
を

お
渡
し
し
ま
す
。　
　
　

申
込
不
要

日
・
内

①
５
月
29
日
R　

午
前
10
時
～
11
時

「
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
」

ー
防
災
気
象
情
報
を
活
か
す
ー

講
師
／
山
下
寛
さ
ん（
彦
根
地
方
気
象
台

地
域
防
災
官
）

②
６
月
19
日
R　

午
後
２
時
～
３
時

「
ど
ん
な
植
物
や
動
物
が
い
る
の
」

ー
西
の
湖
の
生
物
多
様
性
に
つ
い
て
ー

講
師
／
野
間
直
彦
さ
ん（
滋
賀
県
立
大
学

准
教
授
）

③
７
月
24
日
R　

午
後
２
時
～
３
時

「
わ
か
っ
て
来
た 

フ
ナ
ズ
シ
の
歴
史
」

講
師
／
橋
本
道
範
さ
ん（
琵
琶
湖
博
物
館

専
門
学
芸
員
）

④
８
月
21
日
R　

午
後
２
時
～
３
時

「
満
喜
子
先
生
の
生
涯
」

ー
一
柳
満
喜
子
女
史
没
後
50
年
追
悼
ー

講
師
／
佐
竹
章
吾（
市
教
育
委
員
会
専
門
員
）

⑤
９
月
25
日
R　

午
後
２
時
～
３
時

「
水
辺
の
大
集
落
・
史
跡
大
中
の
湖
南
遺
跡
」

ー
木
製
農
具
が
語
る
弥
生
時
代
の
技
術
ー

講
師
／
吉
田
秀
則
さ
ん（
滋
賀
県
文
化
財

保
護
協
会
事
務
局
次
長
）

⑥
10
月
23
日
R　

午
後
２
時
～
３
時

「
琵
琶
湖
の
お
い
た
ち
」

講
師
／
里
口
保
文
さ
ん（
琵
琶
湖
博
物
館

総
括
学
芸
員
）

場　

各
回
と
も
ひ
ま
わ
り
館
１
階
ホ
ー
ル

定　

各
回
と
も
50
人

問　

生
涯
学
習
課

(

36)

５
５
３
３
・

(

36)

５
５
６
５

生
涯
学
習
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

第
38
回
滋
賀
県

ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
ニ
バ
ル

日　

７
月
６
日
U　

午
前
９
時
50
分
～

午
後
３
時
40
分（
午
前
９
時
受
付
）

場　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
ド
ー
ム（
県
立
長

浜
ド
ー
ム
）

対　

県
内
在
住
・
在
勤
の
知
的
障
が
い

児
・
者（
年
齢
不
問
）お
よ
び
18
歳
未
満（
平

成
31
年
４
月
１
日
時
点
）
の
身
体
障
が
い

児申　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

締　

６
月
12
日
R

第
57
回
滋
賀
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）

日　

７
月
28
日
Q　

午
前
10
時
～
午
後

１
時
30
分

場　

ラ
ピ
ュ
タ
ボ
ウ
ル
彦
根（
彦
根
市

竹
ヶ
鼻
町
）

対　

県
内
在
住
の
12
歳
以
上（
平
成
31
年

４
月
１
日
現
在
）
で
、
療
育
手
帳
を
有
す

る
か
、
そ
の
取
得
に
準
ず
る
障
が
い
の
あ

る
人

申　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

締　

６
月
19
日
R

申
問
・
　

障
が
い
福
祉
課

(

31)
３
７
１
１
・

(

31)

３
７
３
８

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

０
７
７(

５
２
２)

６
０
０
０

０
７
７(

５
２
１)
８
１
１
８

時間　午後 5 時～５時45分
場所　市文化会館小ホール
講演　「天正遣欧少年使節と織田信長、

そしてマントヴァ」
　講師／パオラ・カヴァリエーリさん
　　　　（大阪大学人間科学研究科特任講師、

元安土町国際交流員）
定員　200 人（入場無料）

市内を中心に 16 のお店が大集結！
姉妹都市マントヴァの食材とコラボした商品や近江八幡
のソウルフードなど盛りだくさん！
コンサートの開演まで、マントヴァの食文化を存分にお
楽しみください。

この日だけの限定商品を販売するマルシェ

主催　マントヴァクラブ
時間　午後４時～６時 30 分
場所　市文化会館入り口前広場

メルカート・ディ・マントヴァ
Mercato di Mantova

近江八幡・安土合併 10周年記念
特別講演会

障
が
い
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

文化観光課　 （36）5529・ （36）5882問

同時
開催 音楽祭コラボ企画
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お知らせ伝言板

今
月
の
税
・
料
の
納
付

（
納
付
期
限　

７
月
１
日
W)

　

市
県
民
税
（
１
期
／
全
期
）

　

国
民
健
康
保
険
料
（
１
期
）

【P

ペ
イ
ビ
ー

ayB

】

https://payb.jp

【
楽
天
銀
行
コ
ン
ビ
ニ
支
払
サ
ー
ビ
ス
】

https://w
w

w
.rakuten-bank.co.jp

※
詳
し
く
は
広
報
５
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

善
意
の
と
も
し
び

４
月
19
日
か
ら
５
月
20
日
ま
で
の
受
付

福
祉
基
金
に
と

光
友
易
学
５
千
円

子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
と

匿
名
２
千
円

【出典　わたしたちの手話学習辞典】

手み な の ㉖ん 話

梅
つ ゆ
雨

障がい福祉課
（３１）３７１１・ （３１）３７３８

問

指を広げた両手を下に向
け、上から下におろす。

三つ指をつまみ、唇の下
につけた手をそのまま上
げて、こめかみにつける

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
か
ん
た
ん
決
済

国
民
健
康
保
険
料
率
の
お
知
ら
せ

　

平
成
31
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
の
決

定
通
知
は
６
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。ま

た
、保
険
料
率
は
広
報
７
月
号
で
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。

問　

保
険
年
金
課

(

36)

５
７
５
１
・(
36)
５
５
０
１

国
民
年
金
保
険
料
の
「
追
納
制
度
」

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予

な
ど
を
受
け
た
期
間
は
、
年
金
を
受
け
取

る
た
め
に
必
要
な
受
給
資
格
期
間
に
算
入

さ
れ
ま
す
が
、
受
け
取
る
年
金
額
は
保
険

料
を
全
額
納
付
し
た
場
合
よ
り
少
な
く
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
期
間
の

保
険
料
を
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
付
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

草
津
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課

０
７
７(

５
６
７)

２
２
２
０

保
険
年
金
課

(

36)

５
５
０
２
・

(

33)

１
７
１
７

総
合
支
所 

安
土
未
来
づ
く
り
課

(

46)

７
２
０
６
・

(

46)

６
１
４
６

日
・
場

○
６
月
13
日
T　

大
津
合
同
庁
舎
７
Ｂ
会

議
室（
大
津
市
）

○
10
月
10
日
T　

県
立
文
化
産
業
交
流
会

館
第
２
会
議
室（
米
原
市
）

○
令
和
２
年
２
月
13
日
T　

大
津
合
同
庁

舎
７
Ｂ
会
議
室（
大
津
市
）

※
い
ず
れ
の
日
も
午
前
10
時
～
午
後
３
時

￥　

審
査
手
数
料（
１
件
６
３
０
０
円
）

ま
た
は
再
交
付
手
数
料（
１
件
３
５
０
０

円)持　

銃
砲
刀
剣
類（
現
物
）、警
察
署
発
行

の
刀
剣
類
発
見
届
出
済
証

問　

県
文
化
財
保
護
課

０
７
７(

５
２
８)

４
６
７
２

　

琵
琶
湖
で
は「
オ
オ
バ
ナ
ミ
ズ
キ
ン
バ

イ
」や「
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
」な
ど

の
侵
略
的
外
来
水
生
植
物
の
分
布
範
囲
が

拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
琵
琶
湖
や
内
湖
、
河
川
な
ど

の
水
際
に
生
育
し
、繁
殖
力
が
旺
盛
で
、漂

着
し
た
葉
や
茎
の
断
片
か
ら
で
も
大
規
模

に
再
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
発
見
さ

れ
た
場
合
は
、情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問　

琵
琶
湖
外
来
水
生
植
物
対
策
協
議

会
事
務
局（
県
自
然
環
境
保
全
課
内
）

０
７
７(

５
２
８)
３
４
８
３

環
境
課　

(

36)

５
５
０
９

　

ご
み
の
な
い
さ
わ
や
か
な
街
に
す
る
た

め
に
、
ご
み
分
別
の
徹
底
や
地
域
清
掃
な

ど
の
身
近
な
環
境
保
全
の
取
り
組
み
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
県
が

基
準
日
を
設
け
て
推
進
し
て
い
る
環
境
美

化
活
動
な
ど
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
の
環

境
美
化
の
大
切
さ
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

○
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦　

運
動
期
間　

５
月
19
日
～
６
月
２
日

保
険
年
金
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
び
わ
湖
を
美
し
く
す
る
運
動　

基
準
日　

７
月
１
日

運
動
期
間　

６
月
23
日
～
７
月
７
日

○
県
下
一
斉
清
掃
運
動

基
準
日　

12
月
１
日

運
動
期
間　

11
月
26
日
～
12
月
８
日

問　

市
環
境
美
化
推
進
協
議
会

（
環
境
課
内
）

（
36
）５
５
０
９
・
（
36
）５
８
８
２

手
続
期
間　
６
月
３
日
W
～
７
月
10
日
R

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

の
年
度
更
新
手
続
き
は
、
平
成
30
年
度

の
確
定
保
険
料
と
平
成
31
年
度
の
概
算

保
険
料
・
一
般
拠
出
金
を
申
告
・
納
付

し
て
い
た
だ
く
重
要
な
手
続
き
で
す
。

　

最
寄
り
の
金
融
機
関
、
労
働
基
準
監

督
署
、
公
共
職
業
安
定
所
、
社
会
保
険
・

労
働
保
険
徴
収
事
務
セ
ン
タ
ー
、
お
よ

び
滋
賀
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収

室
で
手
続
き
く
だ
さ
い
。

問　

滋
賀
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険

徴
収
室

０
７
７
（
５
２
２
）
６
５
２
０

日　

６
月
15
日
U　

午
前
８
時
30
分

～
11
時（
小
雨
決
行
、荒
天
中
止
）

場　

市
役
所
駐
車
場

問　

農
業
振
興
課

（
36
）５
５
１
４
・
（
46
）５
３
２
０

銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
審
査
会

ご
み
の
な
い
さ
わ
や
か
な
街
を

め
ざ
し
て
！

近
江
八
幡
こ
だ
わ
り
食
材

産
地
直
売
軽
ト
ラ
市

侵
略
的
外
来
水
生
植
物
の
早
期
発
見

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

労
働
保
険　

年
度
更
新
の
手
続
き
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池永陽／著（潮出版社）
川端誠／作・絵

（ＫＡＤＯＫＡＷＡ）

図書館においでよ!

『てんしき
－らくごえほん－』

『おっさんたちの
黄昏商店街』

Book

おすすめ新着本
児童書

おすすめ新着本
一般書

『シーソーモンスター』伊坂幸太郎／著（中央公論新社）
『歳三の剣』                        小松エメル／著（講談社）
『雨にも負けず』       高杉良／著（ＫＡＤＯＫＡＷＡ）
『帰還』                              堂場瞬一／著（文藝春秋）
『尼子姫十勇士』          諸田玲子／著（毎日新聞出版）

『いつか、太陽の船』     村中李衣／作（新日本出版社）
『おさいふのかみさま』  苅田澄子／作（フレーベル館）
『ぼくらの宝探し』     宗田理／作（ＫＡＤＯＫＡＷＡ）

近江八幡図書館　 （32）4090・ （32）4099
安土図書館　　　 （46）6479・ （46）6591

□－近江八幡図書館
○－安土図書館
■－両館

６月の
休館日

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

〈今月のおはなし会〉
おすすめ絵本リストを配布しています
就学前のお子さんへ

近江八幡図書館
おはなし研究会のおはなし会
　８日U

　０～２歳／午前10時～
　３～５歳／午前10時35分～
　小学生以上／午前11時10分～
※22日U　午前10時30分～
　金田コミュニティセンター
おはなしメリーゴーランド
　19日R　 午前10時30分～　
　０～２歳

安土図書館
絵本の時間
　７日Y　午前10時30分～
　０～２歳
安土おはなし童話クラブのおはなし会
　15日U

　３～５歳／午前10時～
　小学生以上／午前11時～

　廃れゆく商店街をなんとかしようと独身のおっさん
たちが、高校生２人と町おこし運動を推進する…
　レトロな映画館や歌声喫茶などを舞台に、自らの弱
さと向き合いながら仲間と絆を深めていく姿が描かれ
ています。

　医者に「てんしきはありますか」ときかれた和尚。
なんのことやらさっぱりわかりません。しったかぶり
をして、「ありません」とこたえます。そして医者が帰っ
たあとに小坊主を呼び、人にきいてかりてくるように
言います。…さいごのオチには絵に描いたようにひっ
くり返るでしょう。

　図書館では、０～５歳の就学前のお子
さん向けに、司書が選んだおすすめ絵本
リストを作成しました。各年齢別に30
冊ずつブックレビューとともに紹介して
います。
　リストは近江八幡・安土図書館のほか、
各公立幼稚園・保育所 ( 園 )・認定こど
も園などにもあります。
　読みたい本があれば、図書館へぜひお
越しください。

広告

内科・消化器科・小児科・循環器科・ｱﾚﾙｷﾞｰ科

けいさつ署●

　クリーニング
●相互

マイン薬局●

ココ
★

近江八幡市立
総合医療センター
八木町

堀上町

広告

まつざわ
メディカルクリニック

Matsuzawa Medical Clinic

(Internal medicine)

( 旧 松澤医院 ) 

近江八幡市土田町 268-3

診 療 時 間 日 月 火 水 木 金 土

AM  8:30～ 12:00
※日曜は9：00～

※ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 祝日は休み

PM  4:30～ 7:00 / ○ / ○ / ○ /

A（0748）

32-4508

http://324508.jp

桐
原
東
小
学
校

白
鳥
川●

●

※３日 W はシステムメンテナン
スのため、両館とも閉館します。


